


第36回サレジオ家族霊性週間�

■  2018年年1⽉月18⽇日〜～21⽇日�
■  イタリア、トリノ・ヴァルドッコ�
■  サレジオ家族のうち22グループ�
 　 　380名、50ヵ国以上からの参加�







「同伴の過程における傾聴」�
サレジアン・シスターズ�
シスター・パオラ・カザリーニの講話より�



傾聴�
（耳を傾けること）	
 

	
 

同伴�
(共に歩む生き方)	
 



キリスト者は 
聴くことよりも、 
話すことの方を 
心配しすぎている。 

 
最初の奉仕というのは 
聴くことである。 

 
ボンフェッファー（ドイツの牧師・神学者） 



聖職者達は、 
何か与えなければ、 
与えなければ、と 
思いがちである。 

 
話すことよりも聴くことの方が、 
もっと大きな奉仕であることを 

忘れてしまっている。 
 

ボンフェッファー�



人々は自分を聴いてくれる 
「耳」を探している。 

 
でもなかなか、それを 

キリスト者の中で見つけるのは 
難しい。 

 
ボンフェッファー�

�



神様の声に耳を傾ける 
という 

霊的生活がなければ、 
兄弟の話に耳を傾けることは 

できない。 
 

シスター・パオラ・カザリーニ 

 
�
�



耳を傾けるということは 
自分から抜け出る 
自分の殻から抜け出る 
という事である 

 
ボンフェッファー�

�



　同伴の過程における傾聴�

1.  傾聴のための状態 　 　 　�
2.  傾聴のためのまなざし 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
3.  傾聴のための静けさ 　 　�
4.  傾聴のための信頼そして期待 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
5.  同伴における傾聴�

シスター・パオラ・カザリーニ	
 

	
 

	
 



１．傾聴のための「状態」�

⼦子供を抱いた⼥女女性の像�



私に耳を傾けてくれますか？�

自分が話さない時でも�

話すことができない時でも。�



若者がこの世でさらされる�

孤立と排斥の中に�

彼らを捨て去ることをしない�
世界代表司教会議(シノドス）第15回通常総会 

「若若者、信仰、そして召命の識識別」準備⽂文書と質問票、 
ｐ２、2017年年、カトリック中央協議会訳�



�

主たる導き手は、霊魂のために�

決して注意を怠らない�

聖霊である�
⼗十字架の聖ヨハネ�



２. 傾聴のためのまなざし�

Francoise	
  	
  	
  Nielly	
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  Ritra&o	
  di	
  	
  
bambino	
  ,	
  olio	
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  2010	
  	
  	
  



�

「自分たちが誰かって�

いうことは�

誰にも関心のないこと�

なんだろうな」�



傾聴の態度、まなざしによって	
 

若者の心を閉じたりもできるし	
 

開いたりもできる	
 

�



３.傾聴のための静けさ�

	
  	
  

海の岸辺に⽴立立つ修道⼠士（隠修⼠士）�



４.信頼と待つこと�

ルネ・マグリット画「光の帝国」�



５.同伴としての傾聴�

ジョット�



毎日、毎晩、自分のところ
にやってくる若者を神様に
捧げるという気持ちで祈る	
 



	
  	
  

Medardo	
  	
  	
  Rosso,	
  	
  	
  Donna	
  con	
  bimbo	
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沈沈黙の聖⺟母�


